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神戸町消防出初式
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令和５年度の消防団活動について

　１月７日（日）、中央公民館において消防出初式を開催しました。
能登半島地震の関係を考慮して屋内式典のみの実施とし、式典の
冒頭、地震により犠牲となられた方々のご冥福を祈り、消防団員や
参加された方々が黙祷を行いました。式典では、消防活動に尽力さ
れた団員、クラブ員、関係者の方に対する表彰が行われました。

　町では、令和２年度から３年度にかけて「消防団の今後のあり方」についての検討会議を開催し、その
結果を踏まえて令和４年度以降、活動しています。今年度の活動状況は、次のとおりです。

効率的かつ効果的な訓練の実施
　訓練回数や１回
当たりの訓練時間
を決め、効率的な
訓練、実際の火災
現場・災害現場で
の活動につながる
効果的な訓練の実

施に努めています。年間の訓練回数は約60
回としています。

　秋の火災予防運動期間や年
末夜警をはじめ、あらゆる機
会を通じて、火災予防の啓発
を行っています。また、今年
度は神戸中学校や神戸小学校
において、初期消火の指導や
放水体験を行ったほか、町内

の幼児園においても、消防車両や資器材の展示を通じて、
消防に対する理解を深めていただきました。

予防啓発活動・防火教育の実施
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